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児童が集団適応するためには，今何をする時か考
え自ら行動することが重要となってくる。教師の
直接的な命令によるのではなく，できる限り児童
が気づくような様々な注意の技法が試されている
ようである。
教師の方略として「身体の技法」が用いられて
いた事例の考察では，次のことが明らかとなっ
た。発言だけでなく身体を使うことで児童が教師
をより注目していた。この技法を教師が使うこと
で「これから何をするのだろう」という児童の興
味を強くさせていた。また，「区切りで手をたた
く」「声色を変える」など話の途中で今までな
かった音が出ることで，児童の関心が一気に教師
に向けられた。長時間，集中を持続させることが
難しい新入生にとって教師が音を出すなどの働き
かけを織り交ぜると，長い時間，話を聞くことが
可能となる。「スタートを合わせる」では，話を
全て聞き終えてから行動することができるように
身体技法を用いていた。「まだです」という教師
の発言に身体技法が加わることで児童は自然と席
に座った。集団行動ができるように，教師は全員
一斉に行動し始めることを徹底して行い，クラス
のまとまりを形成していた。
教師の方略として「問いかけの技法」が用いら
れていた事例の考察では，次のことが明らかと
なった。教師は，一方的に注意するのではなく，
児童に問いかけて注意を促していた。児童はなぜ
問いかけられたのかを考え，集団行動においてあ
るべき自分の姿を見直していた。「質問を伝え
る」「突然質問をする」などの技法を話の途中で
使うことで児童は教師の話を聞くことの重要性を
感じる。「友だちのことを考えさせる」「全員が行
う大切さを伝える」という技法で〈１人で生活し
ているのではない〉ということを間接的に児童に
伝えていた。「気づいてほしいことを大きな声で
言う」「友だちから学ばせる」という技法では授
業で大切なことを間接的にかつ効果的に児童に伝
えていた。
保育園や幼稚園の保育文化から，小学校の学校
文化へ。児童が「小１プロブレム」を回避するた
めにも，１年生を担当する教師は様々な方略を
使って小学校の集団適応を試みていることが分
かった。「注意の技法」「身体の技法」「問いかけ
の技法」の方略は，もちろん観察を行ったＡ小学
校の教師が行っていたものであるが，もっと観察
対象をふやせば，これに収まらない様々な技法が
確認されるかもしれない。今後，さらにこうした
技法が明らかにされることによって，幼小のス
ムーズな移行に資するようになることを期待して
いる。
〈引用・参考文献〉
１）大伴潔・渡邉健治・濱田豊彦「『小１プロブレ
ム』への対応と課題――幼児期から学齢期への移
行を支援するために」学校教育研究所『学校教育
研究所年報』５４号，２０１０年，４２―５７頁。
２）杵淵俊夫「教師たちは，如何なる手順を辿って，
小学校低学年の子どもたちを，「みんな（学級）」
のまとまりへと形成しようとするのか？」『上越教
育大学研究紀要』２１巻１号，２００１年，３１―６４頁。
３）川上雄一郎・小泉令三「新入学児童理解に関す
る資料の収集・整備――保育所・幼稚園・小学校
間における情報共有のための連携を中心に」福岡
教育大学教育学部附属教育実践総合センター『教
育実践研究』１３号，２００５年，１０１―１０９頁。
新１年生の集団適応のための教師の方略66
